
交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 事業実施団体による自己評価 年月日 （単位：円）

1 しろやまオレンジカフェ 城山町家族を支える会

　しろやまオレンジカフェを開催し、地
域住民、行政、福祉関連事業所が一
堂に会して顔の見えるネットワークを
築き、認知症の人とその家族を支え
るまちづくりを進めることを目的とす
る。

◆開催日：5月16日（土）
◆場所：城山保健福祉センター２階
◆内容：カフェ・情報コーナー・相談
コーナーの開設、認知症ミニ講座、音
楽療法等
◆参加者数：80名

　地域住民が親しく集うカフェの開設
や認知症ミニ講座等を実施すること
で、地域住民に対して認知症の正し
い知識を周知することができた。
　また、相模原市や社会福祉協議会
等と地域住民が協働で事業を実施し
たことにより、事業の目的である顔の
見えるネットワークを構築するため
の、「繋がる」きっかけづくりができ
た。

　地域団体が協働して事業を実施す
ることで、地域に広く働きかけができ
たことは、高齢者や認知症患者の支
援に大きく役立ったと評価している。
　今後、地域住民やサロン活動との
連携を深めていくことで、地域全体で
認知症や高齢者への理解・支えあい
を考えることにつながると感じてい
る。

H27.5.15 68,000

2
しろやま得の市～久保
沢の市～

しろやま得の市実行委
員会

　城山地区で唯一、商店が集積して
いる城山総合事務所前の人通りが少
なくなっており、一昔のにぎわいが失
われ、地域に活力が無いように感じら
れることから、「しろやま得の市～久
保沢の市～」を開催し、城山総合事
務所前道路沿いのにぎわいを創出す
ることを目的とする。

◆第１回
日時：9月27日（日）10:00～13:30
場所：城山総合事務所前道路
出店者数：32店舗
来場者数：約2,500人

◆第２回
日時：3月27日（日）10:00～13:30
場所：城山総合事務所前道路
出店者数：32店舗
来場者数：約2,700人

　来場者増加を目的とした企画とし
て、子ども囃子やキッズダンスの
パォーマンスに加え、新たに福引抽
選会を実施した。
　また、本来の目的である各店舗のＰ
Ｒについては、店主による会場でのチ
ラシ配布や本部テントでのチラシの掲
示を行った。イベント終了後には各店
にアンケート調査を実施したところ、
商品・サービスのＰＲや販売が出来て
いるとの結果が出た。

　当イベントが商業者及び地域住民
を巻き込んだイベントとなったことは
大きな成果であったと評価している。
　当イベントの知名度は城山地区内
では徐々に浸透してきたが、子育て
世代（30歳～40歳）への認知度が低
く、広く周知し続けることが必要である
こと、出店店舗の店舗名表記の掲示
についても実現できていないことが、
次回以降の課題であると感じている。

H27.5.21 530,000

3 葉山島地域活性化事業 湘南みらい実行委員会

　次世代の担い手の人材育成や地域
内で活動している自治会、育成会、老
人会がより一層連携を深めることが
重要であることから、「地域活性化」を
キーワードとして地域住民が一体とな
り、「秋の収穫祭」を開催することによ
り、当地域に多くの観光客を呼び込
むとともに地域全体の目的である葉
山島の地域振興と活性化を図ること
を目的とする。

◆開催日：10月4日（日）
◆内容：落花生の収穫体験及びさつ
ま芋販売、地元野菜・加工食品の直
売、模擬店、地域の観光案内、その
他のイベントコーナー
◆広報：チラシ配布、タウンニュース
（緑区・中央区）
◆来場者数：約700名

　地元農産物生産者が販売した新鮮
な地場野菜は参加者から大変好評
で、余剰であった野菜の売り上げ向
上に結びついた。一方、生産者もイベ
ントでの販路拡大が図れたことから、
休耕地の活用に積極的になり、休耕
地の解消に繋がるとともに、農商工
連携への糸口となった。また、地域内
で活動している自治会、育成会、老人
会が積極的にイベントに参加したこと
により、葉山島地域一帯の連携をより
一層深めることができた。

　秋の収穫祭は、年を重ねる毎に認
知度が高まり、葉山島の秋の風物詩
として定着するとともに地域の活性化
が図られたことは大きな成果であった
と評価している。今後も葉山島周辺の
団体との広域的な連携により一層事
業を推進していきたい。
　また、城山観光協会や城山商工会
とも引き続き協力関係を継続し、共に
協力し合いながら地域一帯の活性化
を図るとともに、開通した圏央道も視
野に入れた活動を行っていきたい。

H27.5.29 71,000

4
地域の文化振興と青少
年の健全育成事業

特定非営利活動法人
城山スポーツ＆カル
チャークラブめいぷる

　未来ある子どもたちの健全育成、親
子のふれあいの深耕、地域住民間の
交流促進を図る事業を通じて、地域コ
ミュニティの再生を進めることを目的
とする。
　具体的には、① 親子関係の強化
（絆の再認識）、②文化の振興、③も
みじホールのランドマーク化を目指
す。

◆事業プログラム
開校式＆＃1スクーリング
＃2スクーリング
＃3スクーリング
＃４スクーリング＆修了式
◆内容
宇宙をテーマにしたお話と工作実験、
家庭学習発表
◆参加親子
19組（参加率は毎回ほぼ100％）

　身近な素材を使った「実験や工作」
を通して「いのちの大切さ」を気づか
せ、ひとりひとりの心に好奇心・冒険
心・匠のこころを育むという、これまで
にない視点による親子教室で、修了
式後のアンケートでも、良好に受け入
れられていたことから、目的は理解さ
れたと考えている。未来に生きる子ど
もたちに健全な思考を育むという目的
の貢献度は高く、また、もみじホール
を城山地区のランドマークにするとい
う目的と噛み合った事業とすることが
できた。

　19組の親子の参加率がほぼ100％
であったこと、アンケートでも良好に
受け入れられたことは大きな成果で
あったと評価している。また、家庭学
習の発表も、繰り返すうちに上達して
いく様子が認められた。
　課題は参加親子数で、学校側も事
業の意義は認めているものの、児童
に対して積極的に参加を勧めてはい
ないため、今後はより一層、地域の各
種団体と連携し、参加親子が増加す
るように活動を進めていきたい。

H27.5.21 430,000
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5
地域の防災・防犯に関す
る事業

自治会法人小松自治会

　地域住民の防犯意識を高め、犯罪
「ゼロ」を目指し、こころ豊かで明るく
住みよいまちづくりの一翼を担うこと
を目的とする。

　パトロール活動は計画通りに実施
することができた。また、町屋、城北、
若葉台の各地域の巡回も行った。
　ポイ捨て防止ポスターは地域の子
どもたちに依頼して作製したため、９
月後半からの活動となったが、効果
は予想を大きく上回り、素晴らしい成
果を上げている。
　周辺に防犯パトロール実施中のの
ぼりを設置するなど、防犯意識向上
の啓発活動等を実施した。

　子どもたちが描いた「ポイ捨て防止
ポスター」の掲示によって、ポイ捨て
ゴミが激減した。さらに範囲を広げて
監視やポスター掲示を実施しゴミの
減量化が実現できれば、安心・安全
で住み良い地域を維持することがで
きると思う。
　昼間・夜間の防犯パトロールは、犯
罪の抑止に役立っており、これを継続
することで、隣接する町屋、城北、若
葉台地域の防犯効果も高まると思う。

　計画通りに実施するためには住民
の協力が不可欠であった。
　犯罪の抑止としてパトロールや旗な
どによる啓発活動は有効であるが、
それに加えて、被害防止に有効な知
識や犯罪手口などの情報を広報紙に
より住民に知らせるなど、積極的に活
動することができたことは大きな成果
であったと評価している。今後は隣接
する町屋、城北、若葉台地域の住民
同士が情報の共有化を進め、安心・
安全な住み良いまちづくりを進めるこ
とが必要である。

H27.5.21 176,000

6
しろやま安心袋配布事
業

城山地域ケア会議
しろやま安心袋配布事
業実行委員会

　周囲とのかかわりを持たない高齢
者等への声かけ、見守り活動を行
い、民生委員と対象者とのコミュニ
ケーションを図りながら、孤立死する
高齢者を出さないまちづくりを進める
ことを目的とする。

　ひとり暮らし高齢者等戸別訪問事
業の対象者に加え、75歳以上の一人
暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯を
対象にホイッスル、懐中電灯、あんし
んカードなどをセットにした「しろやま
安心袋」を作成し、配布を行った。「し
ろやま安心袋」の作成に当たっては、
障害者デイサービスセンターつくしの
家の協力を得るとともに、配布に当
たっては、全面的に民生委員の協力
を得て行った。

　ひとり暮らし高齢者等戸別訪問事
業の実施に合わせて行ったが、戸別
訪問事業では訪問対象にない世帯も
「しろやま安心袋」の配布対象とした
ことにより、配布をきっかけとしてこれ
までに訪問できなかった方ともかかわ
りを作ることができた。また、あんしん
カードの説明によって緊急時の対応
について話題にすることができ、この
事業をきっかけに新たに支援につな
がったケースも7件あった。

　配布をきっかけとして、これまでに
訪問できなかった方とのかかわりを
作ることができたことは大きな成果で
あったと評価している。配布対象者を
75歳以上のひとり暮らし高齢者及び
高齢者のみ世帯としたが、名簿の突
合により配布対象の確認を行ったとこ
ろ、実態との差異があることが分かっ
た。また、自治会では、災害時要援護
者の把握と合わせて緊急時の連絡先
を確認する取り組みが行われており、
今後は、さらに多くの関係団体との連
携体制を構築したい。

H27.5.21 300,000

7 自治会加入促進事業 城山地区自治会連合会

　地域コミュニティの基盤である自治
会活動を積極的にＰＲすることで、自
治会の加入者増と活動の活性化を図
ることを目的とする。

◆自治会加入促進用横断幕の作成・
掲示
◆自治会加入促進事業の実施
①城山もみじまつり
実施日：10月18日（日）
内容：ポスター掲示、チラシ配布
②福祉のつどい
実施日：11月3日（火）
内容：啓発物品配布
③城山地区敬老事業
実施日：11月13日（金）
内容：ポスター掲示、チラシ配布

　城山もみじまつりの自治会加入促
進事業では、単位自治会ごとに趣向
を凝らしたポスター・チラシを作成し、
掲示・配布したところ、大勢の来場者
の目に留まり、自治会加入促進のＰ
Ｒになった。
　また、地区内の5自治会が市と災害
時要援護者避難支援事業の協定を
締結するとともに、協定を結ばない自
治会も独自の取り組みを行い、高齢
者の自治会退会防止につなげた。

　自治会加入率が低下する中、自治
会加入促進の一環として、災害時要
援護者避難支援の周知を行ったこと
で、高齢者の自治会退会防止につな
がったと感じている。自治会加入率の
低下は地域活力の低下につながると
考えられることから、今後も継続的に
事業を実施していきたい。

H27.7.22 130,000

8
地域住民の交通安全に
関する事業

城山地区まちづくり会議
暮らし部会

　地域住民の交通事故による被害防
止を図ることを目的とする。

①啓発看板の作成・設置
②城山高校との意見交換及び事業
報告
③まちづくり懇談会での市との情報
共有
④市及び津久井警察署へ交通要望
書の提出

　地域の交通安全に関する課題につ
いて、行政や各種団体から聞き取り
調査を行い、現地調査をした上で、特
に危険性が高いと思われる課題につ
いて、様々な取り組みを行った。その
結果、要望事項については早期に対
応してもらうなど、安全安心なまちづく
りに貢献することができた。また、高
校の学校長や生徒指導の責任者と
の意見交換等を行い、今後も連携し
て取り組みたいとの要望を受けるな
ど、高校との連携を強化することがで
きた。

　交通安全対策では、公安委員会に
権限があるものが多く、また、多額の
予算を必要とすることから、自分達で
何ができるのか検討した結果、啓発、
要望、情報共有を行った。地域での
交通安全に関する課題はまだ残され
ており、今後も継続して課題に取り組
むことが求められている。

H27.7.22 45,000

1,750,000


